
生 00 01 ５年

(令和７年３月末まで保存)

生 企 第 2 7 6 号

令和元年 1 1月 1 8 日

各 警 察 署 長 殿

生 活 安 全 部 長

猟銃用火薬類等の譲渡、譲受け、輸入及び消費に関する内閣府令の一部改正に

ついて（通達）

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律（令和元年法律第26号。以下「地方分権一括法」という ）第11条の規定。

により、火薬類取締法（昭和25年法律第149号。以下「火取法」という ）の一部が。

改正され、火薬類の譲受けにおいて都道府県公安委員会の許可が不要となる場合とし

て、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（平成14年法律第88号。以

下「鳥獣保護管理法」という ）第14条の２第８項に規定する指定管理鳥獣捕獲等事。

業を実施する都道府県等であって装薬銃を使用するものが、鳥獣の捕獲をする目的で

内閣府令で定める数量以下の火薬類を譲り受ける場合が追加された（火取法第50条の

２第１項により読み替えて適用される第17条第１項ただし書及び同項第３号関係 。）

そこで、今般、この場合における数量を定めるため、猟銃用火薬類等の譲渡、譲受

け、輸入及び消費に関する内閣府令の一部を改正する内閣府令（令和元年内閣府令第

39号）により、猟銃用火薬類等の譲渡、譲受け、輸入及び消費に関する内閣府令（昭

和41総理府令第46号。以下「内閣府令」という ）が改正されたが、その背景及び概。

要は下記のとおりであるので、事務処理上遺憾のないようにされたい。

記

１ 背景

平成28年地方分権改革に関する提案募集において、一部の地方公共団体から「鳥

獣保護管理法に基づく指定管理鳥獣捕獲等事業に用いる実包の譲受けについて、許

可を要しないこととすべき」との提案がなされたことを受け、その規制の在り方に

ついての検討等を行った結果、地方分権一括法による火取法の改正に至ったもの。

２ 概要

(1) 内閣府令第４条の改正

内閣府令第４条において、火薬類の譲受けにおいて都道府県公安委員会の許可

が不要となる場合の数量が定められているところ、鳥獣保護管理法第14条の２第

８項に規定する指定管理鳥獣捕獲等事業を実施する都道府県等であって装薬銃を

、 、使用するものが 鳥獣の捕獲をする目的で火薬類を譲り受ける場合の当該数量は

無煙火薬若しくは黒色猟用火薬合計600グラム以下、銃用雷管300個（このうちラ



イフル銃用雷管については50個）以下又は実包300個（このうちライフル銃用実

包については50個）以下となった。

(2) 内閣府令第12条

火取法第50条の２第１項の規定により読み替えて適用される第25条第１項ただ

し書の規定により、内閣府令で定めるものの用に供するため内閣府令で定める数

量以下の火薬類を消費する場合は、都道府県公安委員会の許可が不要とされ、そ

の用途及び数量は内閣府令第12条各号に定められているところ、この用途及び数

量の１つとして、同条第２号において、火取法第17条第１項第３号に規定する者

、 （ 。） 、が 鳥獣の捕獲 殺傷を含む 又は駆除の用に供するために消費する場合には

１日に実包又は空包合計100個以下と定められている。

地方分権一括法による火取法の改正により、火取法第17条第１項第３号に規定

する者に、鳥獣保護管理法第14条の２第８項に規定する指定管理鳥獣捕獲等事業

を実施する都道府県等が追加されたことから、指定管理鳥獣捕獲等事業を実施す

る都道府県等が、鳥獣の捕獲（殺傷を含む ）又は駆除の用に供するために火薬。

類を消費する場合も、本規定の対象となる。

３ 施行期日

地方分権一括法の火取法改正関係に係る規定の施行の日（令和元年12月７日）

４ 参考資料

別添１（令和元年６月７日付け官報の写し）

別添２（火取法の新旧対照表）

別添３（令和元年11月７日付け官報の写し）

別添４（内閣府令の新旧対照表）

担当 生活安全企画課

営業・危険物係

電子書庫掲載

通達全文公表



令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
一
章

内
閣
府
関
係

（
健
康
増
進
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
、
そ
の
営
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
二
項
中
「
準
用
す
る
。」を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。」に
、「
第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
そ
の
営
業

所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
内
閣
総
理
大
臣
」
と
、
第
二
十
七
条

第
一
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
、「「
貯
蔵
施
設
」
と
、
前
条
第
一
号
中
「
第
二
十
六
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は「
次

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
第
六
項
」
を
「
、「
貯
蔵
施
設
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
中
「
、
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
削
る
。

（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
改
正
）

第
二
条

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
中
「
五
年
間
」
を
「
十
年
間
」
に
改
め
る
。

第
二
章

総
務
省
関
係

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
九
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
土
地
等
の
貸
付
け
）

第
七
十
九
条
の
五

公
立
大
学
法
人
は
、
第
二
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
（
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。）

の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
そ
の
対
価
を
当
該
公
立
大
学
法
人
の
教
育
研
究
水
準
の
一
層
の
向
上
を
図
る

た
め
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、
設
立
団
体
の
長
の
認
可
を
受
け
て
、
当
該
公
立
大
学
法
人
の
所
有
に
属
す

る
土
地
、
建
物
そ
の
他
の
土
地
の
定
着
物
及
び
そ
の
建
物
に
附
属
す
る
工
作
物
で
あ
っ
て
、当
該
業
務
の
た
め
に
、

現
に
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
面
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
百
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
七
十
九
条
の
四
」
の
下
に
「
、
第
七
十
九
条
の
五
」
を
加
え
る
。

第
三
章

文
部
科
学
省
関
係

（
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
八
項
中
「
五
年
」
を
「
十
年
」
に
改
め
る
。

（
社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一

項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
長
が
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
（
以
下
「
特
定
事
務
」
と
い
う
。）を

管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
特
定
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。）で
あ
る
市

町
村
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
事
務
の
う
ち
特
定
事
務
に
関

す
る
も
の
は
、
そ
の
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

特
定
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
第
四
号

の
事
務
の
う
ち
特
定
事
務
に
関
す
る
も
の
は
、
そ
の
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
所
掌
事
項
」
を
「
所
掌
」
に
、「
利
用
し
」
を
「
利
用
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
教
育
委
員
会
」
の
下
に「（
特
定
地
方
公
共
団
体
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
長
又
は
教
育
委
員
会
）」を
加
え
る
。

第
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
八
条
の
二

特
定
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
特
定
事
務
の
う
ち
当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会
の
所
管

に
属
す
る
学
校
、
社
会
教
育
施
設
そ
の
他
の
施
設
に
お
け
る
教
育
活
動
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当

該
特
定
地
方
公
共
団
体
の
規
則
で
定
め
る
も
の
を
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
教
育
委
員
会

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
前
項
の
規
則
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
の
三

特
定
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会
は
、
特
定
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
、
そ
の
職
務
に
関

し
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
条
中
「
教
育
委
員
会
」
の
下
に「（
特
定
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
の
長
が
そ
の
設
置
、
管
理
及
び

廃
止
に
関
す
る
事
務
を
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
公
民
館
（
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
四
十
条
第
一

項
に
お
い
て
「
特
定
公
民
館
」
と
い
う
。）の
館
長
、
主
事
そ
の
他
必
要
な
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
長
）」

を
加
え
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」の
下
に「（
特
定
公
民
館
に
置
く
公
民
館
運
営
審
議
会
の
委
員
に
あ
つ
て
は
、

当
該
市
町
村
の
長
）」を
加
え
る
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
市
町
村
の
教
育
委
員
会
」
を
「
当
該
市
町
村
の
教
育
委
員
会（
特
定
公
民
館
に
あ
つ
て
は
、

当
該
市
町
村
の
長
）」に
改
め
る
。

（
図
書
館
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

図
書
館
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
教
育
委
員
会
に
」
を
「
教
育
委
員
会
（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
長
が
図
書
館
の
設
置
、

管
理
及
び
廃
止
に
関
す
る
事
務
を
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
（
第
十
三
条
第
一
項
に

お
い
て
「
特
定
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。）で
あ
る
市
町
村
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
長
又
は
教
育
委
員
会
）
に
」
に
改

め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
教
育
委
員
会
」
の
下
に「（
特
定
地
方
公
共
団
体
の
長
が
そ
の
設
置
、
管
理
及
び
廃
止
に
関

す
る
事
務
を
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
図
書
館
（
第
十
五
条
に
お
い
て
「
特
定
図
書
館
」
と
い
う
。）

に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
の
長
）」を
加
え
る
。

第
十
五
条
中
「
教
育
委
員
会
」
の
下
に「（
特
定
図
書
館
に
置
く
図
書
館
協
議
会
の
委
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
地
方

公
共
団
体
の
長
）」を
加
え
る
。

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
六
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
二
十
六
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

内
閣
府
関
係
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

総
務
省
関
係
（
第
三
条
）

第
三
章

文
部
科
学
省
関
係
（
第
四
条

第
八
条
）

第
四
章

厚
生
労
働
省
関
係
（
第
九
条
・
第
十
条
）

第
五
章

経
済
産
業
省
関
係
（
第
十
一
条
）

第
六
章

国
土
交
通
省
関
係
（
第
十
二
条
・
第
十
三
条
）

附
則



別添１



第
五
十
条
の
二
第
一
項
中
「
も
つ
ぱ
ら
」
を
「
専
ら
」
に
、「
に
関
し
て
は
、」を
「
に
つ
い
て
の
」
に
、「
中
「
経
済

産
業
省
令
」
と
あ
る
の
は
、「
内
閣
府
令
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
、「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
読
み

替
え
る
も
の
」
を
「
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

第
十
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
、
同
項
第
三
号
、
第

四
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
、
第
二
十
四
条
第
四
項
並
び
に
第

二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項

経
済
産
業
省
令

内
閣
府
令

第
十
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
、
第
二
項
か
ら
第
四

項
ま
で
及
び
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
二
十
四
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
二
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で

都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
公
安
委
員
会

第
五
十
条
の
二
第
二
項
中
「
行
な
い
」
を
「
行
い
」
に
、「
許
可
に
」
を
「
当
該
許
可
に
」
に
、「
行
な
う
」
を
「
行

う
」
に
改
め
る
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
博
物
館
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
中
「
教
育
委
員
会
」
の
下
に「（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法

律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
長
が
そ
の
設
置
、
管

理
及
び
廃
止
に
関
す
る
事
務
を
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
博
物
館
に
あ
つ
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団

体
の
長
。
第
二
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

図
書
館
、
博
物
館
、公
民
館
そ
の
他
の
社
会
教
育
に
関
す
る
教
育
機
関
の
う
ち
当
該
条
例
で
定
め
る
も
の（
以

下
「
特
定
社
会
教
育
機
関
」
と
い
う
。）の
設
置
、
管
理
及
び
廃
止
に
関
す
る
こ
と
（
第
二
十
一
条
第
七
号
か
ら

第
九
号
ま
で
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
特
定
社
会
教
育
機
関
の
み
に
係
る
も
の
を
含
む
。）。

第
三
十
二
条
た
だ
し
書
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
特
定
社
会
教
育
機
関
並
び
に
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二

号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
同
項
」
に
、「
事
務
」
を
「
も
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
限
度
」
を
「
限
り
」
に
、「
取
扱
そ
の
他
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
」
を
「
取
扱
い
そ
の

他
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
定
を
」
を
「
定
め
を
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
二
十
三
条
第
一
項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
を
管
理
し
、
及
び
執
行
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
法
令
又
は
条
例
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
特
定
社
会
教
育
機

関
の
施
設
、
設
備
、
組
織
編
制
そ
の
他
の
管
理
運
営
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
、
必
要
な
地
方
公
共
団
体
の
規
則

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
規
則
で
定
め
よ
う
と
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
方

公
共
団
体
の
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章

厚
生
労
働
省
関
係

（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
八
の
二
第
二
項
中
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
従
事
す
る
者
及
び
そ
の
員
数
に
つ
い
て
は
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
」
を
削
る
。

（
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、同
項
第
三
号
中「
次

号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

四

次
号
に
掲
げ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
以
外
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
に
係
る
全
て

の
事
業
所
又
は
当
該
指
定
若
し
く
は
許
可
に
係
る
全
て
の
施
設
（
当
該
指
定
又
は
許
可
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス

等
の
種
類
が
異
な
る
も
の
を
含
む
。）が
一
の
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以

下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）の
区
域
に
所
在
す
る
も
の

中
核
市
の
長

第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
三
項
中
「
の
長
」
の
下
に
「
、
中
核
市
の
長
」
を
加
え
る
。

第
百
九
十
七
条
第
三
項
中
「
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
第
二
百
三
条
の
二
に

お
い
て
「
中
核
市
」
と
い
う
。）」
を
「
中
核
市
」
に
改
め
る
。

第
六
章

国
土
交
通
省
関
係

（
建
設
業
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
四
条
の
五
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
四
及
び
第
四
十
四
条
の
五
を
削
る
。

（
建
築
士
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
二
年
」
の
下
に「（
都
道
府
県
建
築
士
審
査
会
の
委
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
任
期
を
二
年
を

超
え
三
年
以
下
の
期
間
で
都
道
府
県
が
条
例
で
定
め
る
と
き
は
、
当
該
条
例
で
定
め
る
期
間
）」を
加
え
、
同
項
た
だ

し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
及
び
第
三
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
六
条
（
別
表
第
一
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）

の
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）及
び
第
八
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日

二

第
十
一
条
の
規
定
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日

三

第
二
条
、
第
四
条
、
第
九
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
及
び
第
六
条
（
第
一
号
に
掲
げ
る
改

正
規
定
を
除
く
。）の
規
定

平
成
三
十
二
年
四
月
一
日

四

第
十
条
の
規
定
及
び
次
条
の
規
定

平
成
三
十
三
年
四
月
一
日

第
五
章

経
済
産
業
省
関
係

（
火
薬
類
取
締
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
中
「
譲
受
」
を
「
譲
受
け
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
第
三
号
中
「
者
）」の
下
に
「
若
し
く
は

同
法
第
十
四
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
（
当
該
都
道
府
県
等
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同

条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
等
を
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け

た
者
と
み
な
し
て
適
用
す
る
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
従
事
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
）」を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
譲
受
」
を
「
譲
受
け
」
に
、「
そ
の
他
」
を
「
、
そ
の
他
」
に
、「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
、同
条
第
三
項
中「
譲

受
」
を
「
譲
受
け
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
呈
示
し
た
」
を
「
提
示
し
た
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
譲
受
に
」
を
「
譲
受
け
に
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
書
換
」
を
「
書
換
え
」
に
改

め
、
同
条
第
八
項
中
「
具
し
て
」
を
「
付
し
て
」
に
改
め
る
。

（
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
四
号
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
第

十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ

り
さ
れ
た
命
令
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
命
令
等
の
行
為
」
と
い
う
。）又
は
同
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
の
際
現
に
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
届
出
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
届

出
等
の
行
為
」
と
い
う
。）で
、
第
四
号
施
行
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な

る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
第
四
号
施
行
日
以
後
に
お
け
る
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
新
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
介
護
保
険
法
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た

命
令
等
の
行
為
又
は
届
出
等
の
行
為
と
み
な
す
。


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第
四
号
施
行
日
前
に
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
に
対
し
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
項
で
、
第
四
号
施
行
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
新
介
護
保
険
法

の
相
当
規
定
に
よ
り
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中

核
市
に
対
し
て
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と

み
な
し
て
、
新
介
護
保
険
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措

置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
関
す
る
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
児
童
福
祉
法
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
適
切
な
実
施
並
び
に
当
該
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
内
容
及
び
水
準
の
向
上
を
図
る
観
点
か

ら
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
の
項
を
削
り
、
同
表
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第

百
三
号
）
の
項
中
「
、
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
削
る
。

（
文
化
芸
術
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

文
化
芸
術
基
本
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
の
う
ち
、
健
康
増
進
法
第
三
十
四
条
の
改
正
規
定
中「「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を「
第
四
十
三
条
第
二
項
」

に
、」を
削
り
、
同
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
の
」
を
」
を
「
」
を
」
に
改
め
、「
の
」
に
、「
第
二
十
七

条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
及
び
「
、「
、
前
条
第
一
号
中
「
第
二
十
六
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
次

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
第
六
項
」
と
」
を
削
り
」
を
削
る
。

附
則
第
九
条
の
う
ち
地
方
自
治
法
別
表
第
一
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
の
項
の
改
正
規
定
中

「
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
」
及
び
「
第
四
十
三
条
第
二
項
及
び
」
を
削
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

石
田

真
敏

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一


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○

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
譲
渡
又
は
譲
受
け
の
許
可
）

（
譲
渡
又
は
譲
受
の
許
可
）

第
十
七
条

火
薬
類
を
譲
り
渡
し
、
又
は
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
済
産
業
省

第
十
七
条

火
薬
類
を
譲
り
渡
し
、
又
は
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

三

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

法
律
第
八
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
鳥
獣
の
捕
獲
（
殺
傷
を
含
む

法
律
第
八
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
鳥
獣
の
捕
獲
（
殺
傷
を
含
む

。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
の
許
可
を
受
け
た
者
（
当
該
許

。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
の
許
可
を
受
け
た
者
（
当
該
許

可
を
受
け
た
者
が
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同

可
を
受
け
た
者
が
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同

項
に
規
定
す
る
従
事
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
）
若
し
く
は
同
法
第
十
四
条
の
二

項
に
規
定
す
る
従
事
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
）
で
あ
つ
て
装
薬
銃
を
使
用
す
る

第
八
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
（
当
該
都
道
府
県
等
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ

も
の
又
は
同
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
狩
猟
者
登
録
を
受
け
た
者
が
、

つ
て
は
、
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
等
を
同
法
第
九
条
第
一
項

鳥
獣
の
捕
獲
を
す
る
目
的
で
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
数
量
以
下
の
火
薬
類
を
譲

の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
者
と
み
な
し
て
適
用
す
る
同
条

り
受
け
る
と
き
。

第
八
項
に
規
定
す
る
従
事
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
）
で
あ
つ
て
装
薬
銃
を
使
用

す
る
も
の
又
は
同
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
狩
猟
者
登
録
を
受
け
た
者

が
、
鳥
獣
の
捕
獲
を
す
る
目
的
で
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
数
量
以
下
の
火
薬
類

を
譲
り
受
け
る
と
き
。

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
譲
渡
又
は
譲
受
け
の
目
的
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
、
そ
の
他

２

都
道
府
県
知
事
は
、
譲
渡
又
は
譲
受
の
目
的
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
そ
の
他
譲
渡

別添２
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譲
渡
又
は
譲
受
け
が
、
公
共
の
安
全
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認

又
は
譲
受
が
、
公
共
の
安
全
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

め
る
と
き
は
、
前
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

、
前
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
許
可
を
し
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
許
可
に
係
る
火

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
許
可
を
し
た
後
に
お
い
て
、
そ
の
許
可
に
係
る
火

薬
類
の
譲
渡
又
は
譲
受
け
が
公
共
の
安
全
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
生
じ

薬
類
の
譲
渡
又
は
譲
受
が
公
共
の
安
全
の
維
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
生
じ
た

た
と
認
め
る
と
き
は
、
引
渡
し
前
に
限
り
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

と
認
め
る
と
き
は
、
引
渡
し
前
に
限
り
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

。
４

（
略
）

４

（
略
）

５

製
造
業
者
又
は
販
売
業
者
は
、
譲
受
人
が
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

５

製
造
業
者
又
は
販
売
業
者
は
、
譲
受
人
が
第
一
項
各
号
の
一
に
該
当
す
る
こ
と
を

こ
と
を
確
認
し
た
場
合
又
は
譲
受
人
が
前
項
の
譲
受
許
可
証
を
提
示
し
た
場
合
で
な

確
認
し
た
場
合
又
は
譲
受
人
が
前
項
の
譲
受
許
可
証
を
呈
示
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば

け
れ
ば
、
火
薬
類
を
譲
り
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。

、
火
薬
類
を
譲
り
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。

６

譲
渡
許
可
証
又
は
譲
受
許
可
証
の
有
効
期
間
は
、
一
年
以
内
で
都
道
府
県
知
事
が

６

譲
渡
許
可
証
又
は
譲
受
許
可
証
の
有
効
期
間
は
、
一
年
以
内
で
都
道
府
県
知
事
が

当
該
譲
渡
又
は
譲
受
け
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
て
定
め
た
期
間
と
す
る
。

当
該
譲
渡
又
は
譲
受
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
て
定
め
た
期
間
と
す
る
。

７

譲
渡
許
可
証
又
は
譲
受
許
可
証
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
経
済
産

７

譲
渡
許
可
証
又
は
譲
受
許
可
証
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
交
付
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
に
届

業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
交
付
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
に
届

け
出
て
、
そ
の
書
換
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
出
て
、
そ
の
書
換
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

譲
渡
許
可
証
又
は
譲
受
許
可
証
を
喪
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
盗
取
さ
れ
た
と
き
は

８

譲
渡
許
可
証
又
は
譲
受
許
可
証
を
喪
失
し
、
汚
損
し
、
又
は
盗
取
さ
れ
た
と
き
は

、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
事
由
を
付
し
て
交
付
を
受
け
た

、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
事
由
を
具
し
て
交
付
を
受
け
た

都
道
府
県
知
事
に
そ
の
再
交
付
を
文
書
で
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都
道
府
県
知
事
に
そ
の
再
交
付
を
文
書
で
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

（
略
）

９

（
略
）

（
猟
銃
用
火
薬
類
等
の
特
則
）

（
猟
銃
用
火
薬
類
等
の
特
則
）

第
五
十
条
の
二

実
包
又
は
政
令
で
定
め
る
火
薬
で
あ
つ
て
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取

第
五
十
条
の
二

実
包
又
は
政
令
で
定
め
る
火
薬
で
あ
つ
て
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取

締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
に
規
定
す
る
け
ん
銃
等
又
は
猟
銃
に
専
ら
使

締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
に
規
定
す
る
け
ん
銃
等
又
は
猟
銃
に
も
つ
ぱ
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用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
第
十
七
条
（
第
一
項
第
四
号
を
除
く
。
）
、
第
二
十
四

ら
使
用
さ
れ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
第
十
七
条
（
第
一
項
第
四
号
を
除
く
。
）
、
第

条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
中
「
経
済
産
業
省
令
」
と
あ
る
の
は
、
「
内
閣
府
令
」

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る

と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
読
み
替
え

。
け
ん
銃
等
、
猟
銃
又
は
古
式
銃
砲
に
使
用
し
又
は
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
と
す
る
。
け
ん
銃
等
、
猟
銃
又
は
古
式
銃
砲
に
使
用
し
又
は
使
用
さ
せ
る
こ

る
空
包
、
銃
用
雷
管
又
は
政
令
で
定
め
る
火
薬
の
譲
渡
、
譲
受
け
、
輸
入
又
は
消
費

と
を
目
的
と
す
る
空
包
、
銃
用
雷
管
又
は
政
令
で
定
め
る
火
薬
の
譲
渡
、
譲
受
け
、

に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

輸
入
又
は
消
費
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
、
同

経
済
産
業
省

内
閣
府
令

項
第
三
号
、
第
四
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
、

令

第
二
十
四
条
第
四
項
並
び
に
第
二
十
五
条
第
一

項
及
び
第
四
項

第
十
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
、
第

都
道
府
県
知

都
道
府
県
公

二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
六
項
か
ら
第
八

事

安
委
員
会

項
ま
で
、
第
二
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
並
び
に
第
二
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で

２

前
項
の
規
定
は
、
製
造
業
者
若
し
く
は
販
売
業
者
が
業
務
の
た
め
行
い
、
又
は
銃

２

前
項
の
規
定
は
、
製
造
業
者
若
し
く
は
販
売
業
者
が
業
務
の
た
め
行
な
い
、
又
は

砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
の
所
持
の
許

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
銃
砲
の
所
持
の

可
を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
に
係
る
用
途
に
関
し
て
行
う
譲
渡
、
譲
受
け
、
輸
入
又

許
可
を
受
け
た
者
が
許
可
に
係
る
用
途
に
関
し
て
行
な
う
譲
渡
、
譲
受
け
、
輸
入
又

は
消
費
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

は
消
費
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
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○

猟
銃
用
火
薬
類
等
の
譲
渡
、
譲
受
け
、
輸
入
及
び
消
費
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
四
十
一
年
総
理
府
令
第
四
十
六
号
）

改

正

後

改

正

前

（
無
許
可
譲
受
数
量
）

（
無
許
可
譲
受
数
量
）

第
四
条

法
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
無
許
可
で
譲
り
受
け
る
こ
と

第
四
条

法
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
無
許
可
で
譲
り
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
猟
銃
用
火
薬
類
等
の
数
量
は
、
登
録
若
し
く
は
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
こ
と

が
で
き
る
猟
銃
用
火
薬
類
等
の
数
量
は
、
登
録
又
は
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
こ
と
の
許

の
許
可
の
有
効
期
間
（
当
該
許
可
を
受
け
た
者
が
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
従

可
（
許
可
を
受
け
た
者
が
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
従
事
者
証
）
の
有
効
期
間

事
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
）
又
は
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩

に
つ
き
、
無
煙
火
薬
若
し
く
は
黒
色
猟
用
火
薬
合
計
六
百
グ
ラ
ム
以
下
、
銃
用
雷

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
等
が
実
施
す
る
指
定
管
理

管
三
百
個
（
こ
の
う
ち
ラ
イ
フ
ル
銃
用
雷
管
に
つ
い
て
は
五
十
個
）
以
下
又
は
実

鳥
獣
捕
獲
等
事
業
の
実
施
期
間
（
当
該
事
業
を
実
施
す
る
都
道
府
県
等
が
法
人
の

包
三
百
個
（
こ
の
う
ち
ラ
イ
フ
ル
銃
用
実
包
に
つ
い
て
は
五
十
個
）
以
下
と
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
従
事
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

。

実
施
期
間
）
に
つ
き
、
無
煙
火
薬
若
し
く
は
黒
色
猟
用
火
薬
合
計
六
百
グ
ラ
ム
以

下
、
銃
用
雷
管
三
百
個
（
こ
の
う
ち
ラ
イ
フ
ル
銃
用
雷
管
に
つ
い
て
は
五
十
個
）

以
下
又
は
実
包
三
百
個
（
こ
の
う
ち
ラ
イ
フ
ル
銃
用
実
包
に
つ
い
て
は
五
十
個
）

以
下
と
す
る
。

別添４


